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3
月
議
会

昭
利
五
十
六
年
三
月
定
例
会
は
、

三
月
十
一
日
開
会
し
、
昭
和
五
十

六
年
度

一
般
会
計
予
算
な
と
こ
十

誠
実
と
諮
問
一
件
を
原
案
ど
お
り

可
決
し
、
三
月
二
十
六
日
閉
会
し

ま
し
た
。

新年度予算決まる 伸び率は8.6パーセント

•一
般
会
計
補
正
予
算

予
算
は
、
十
九
億

一
千
三
百
四
十
六

万
三
千
円
と
決
り
ま
し
た
。

こ
の
予
算
制
は
、
前
年
度
当
初
予

算
よ
り

一
億
五
千
百
川
十
四
万
八
千

円
の
期
加
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
原
因
は
普
通
建
設
卒
業
費
が

地
加
し
た
こ
と
や
、
義
務
的
経
貨
の

増
加
も

一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

団

長

刷

団

長

分

団

長

問
分
間
長

班

長
回

以
怠
り
ま
し
だ
。

-
区
長
・
保
健
・
指
導
部
長

ー
!
な
み
が
�
 ν
 

の
報
酬
額
を
改
正

六
万
六
千
円

4
万
五
千
円

-
人
権
擁
護
委
員
を
選
任

三
万
円

二
万
五
千
円

任
期
満
了
に
よ
る
、

人
権
擁
議
委

一
万
凶
千
円

員
に
、
次
の
か
だ
が
再
任
さ
れ
ま
し

一
万
一一一
千
円

た

国
中

貸
さ
ん

昭
和
五
十
六
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
十
九
億
一
千
三
百
四
十

六
万
三
干
円
と
決
ま
り
、
前
年
度
当
初
予
算
よ
り
八
・
六
軒
の
伸
び
と

歳
入
、
歳
出
の
う
ち
わ
け
は
次
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

歳 入

¥〕

地方交付税�  

633，996千円� 

'(33 .1%) 

昭
和
五

1
4
年
度
の
術
正
予
算
は
、

一
億

一
千
六
百
六
万
五

T
円
を
減
額

し
、
総
額
は
卜
九
億
九
何
六
十
四
万

五
千
円
と
な
り
ま
し
た

ω

-
特
別
会
計
補
正
予
算

昭
和
五
卜
五
年
度
特
別
会
計
補
正

予
算
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

凶
民
健
康
保
険
卒
業
会
計

四
億
九
下

4
5
エ一十
八
万
円

こ
の
改
正
で
、
区
長
の
年
間
最
高

限
度
額
は
、
七
万
五
千
円
、
保
健
、
指

導
部
長
の
年
間
最
高
限
度
額
は
、

二

万
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

-
勝
浦
町
使
用
料

条
例
の
一
部
を
改
正

ブ
ル
ト
|
ザ
の
使
用
料
が

一下

e-

七
育
問
か
ら

-
千
円
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

-
勝
浦
町
敬
老
年
金

支
給
条
例
の
一
部
を
改
正

敬
老
年
金
の
支
給
額
が
八
十
歳
以

上
の
か
た
に
つ
い
て
は
、

三
千
円
か

ら
五
千
円
に
、
九
十
歳
以
上
の
か
た

に
つ
い
て
は
、
丘
千
円
か
ら
八
下
内

に
そ
れ
ぞ
れ
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。

-
消
防
条
例
の

一
部
を
改
正

こ
の
改
正
で
、
消
防
団
員
の
年
間

報
酬
が
次
め
よ
う
に
決
り
ま
し
た
。

……

洋
押
古一一…


¥) 

メb、

山

簡
易
水
道
事
業
会
計

丘
百
六
卜
七
万
六
千
円

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
会
計

四
千
九
百
卜
万
円

-
昭
和
五
十
六
年
度

一
般
会
計
予
算

昭
初
五
十
六
年
度
般
会
計
当
初
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(3) 第131号� 昭和田年� 5月� 1日ずコ つ らi:J込

そ の 他 �  79，770千円(4.2%) 

-、、

55.056千円 (2.9%) 106，764千円(5.6%) 歳 出

町税のうちわけ
町税総額� 町税負担のうちわけ 
  

218，019千円
 <1世帯当たり〉

l
l
dE
r 民 税�  

68.000千円
 
(31.2%) 
 <1人当たり〉� 

F
e

歳出の経費別分類

一

税

額
が
二
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

申

Y 

101，115千円� 

(46.4%) 

F

F- 五
月
か
ら

印
紙
税
が
か
わ
り
ま
す

一

五
月

一
日
か
ら
印
紙
鋭
の
税
鎖
が

一

か
わ
り
ま
し
た
。
お
も
な
改
正
凸
…
は

一
次
の
と
お
り
で
す
。

い
ま
ま
で
百
同
め
印
紙
税
が
か

一一

か
っ
て
い
た
文
書
の
印
紙
税
額
が

二
百
円
に
な
る
な
ど
、
印
紙
税
の

し
た
。商

品
券

・
ギ
フ
ト
券
な
ど
の
物

一

口
間
切
手
で
券
面
金
額
が
記
載
さ
れ

一

て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
引

一

換

給
付
き
れ
る
物
口
聞
の
側
鎖
が
明

ヤ

ら
か
な
と
き
は
、
そ
の
金
傾
に
応

じ
て
印
紙
脱
が
か
か
る
こ
と
に
な

一

り

ま
し
た
。

一

・

不

動

産

売
貿
契
約
書
、
競
負
契

…
h

一一一…

約
書
な
ど
で
契
約
金
額
が
記
載
さ

れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、

見
積
番
、
注
文
書
な
ど
を
引
用
し

て
い
る
と
き
は
、
そ
の
見
積
書
、

注
文
書
な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い
る

金
額
に
応
じ
て
印
紙
税
が
か
か
る
�
 

h

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
徳
島
税
務

一

審
(電
話

・
徳
島
二
一
丁
四

一
一
一
一
一
)

…
ま
た
は
税
務
相
談
室

(

雲
間
・
徳
島

一

二

五

|
一
九
三
三
)
で
お
た
ず
ね
〈

一

だ
さ
い
。

-民、 

徳
島
税
務
署
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後
院
内
の
内
装
、
診
療
設
備
、
医
療

機
械
器
具
の
搬
入
・

設
置
等
を
五
月

下
旬
開
院
に
向
け
て
順
調
酬
に
進
め
て

開
院
に
先
だ
ち
、
病
院
の
施
設
・ 

十
八
床
)
と
看
護
婦
詰
所
な
ど
で
す
。

三
階

医
局
と
入
院
室 

(
一
室

・

五
床
)
で
す
。

四

階

機

械

室
で
す
。

土 金

内 内
科 手ヰ

聾 外
形 科
外
科

児
科

斡

w
療
受
付
時
間
午
前
九
時
カ
ら

午
後
五
時
(
土
明
日
は
正
午
)
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
小
児
科
、

階� 1【� 1!中庭 l 

山口
↓
屋
上
に
ソ
ー
ラ
ー

シ
ス
テ
ム
の
施
設

を
完
備

い
ま
す
。

¥) 

二
階

入
院
病
棟
(
四
十
室

・
六

w
日

り
で
す
。

水 火木 月
曜

¥} 内 内内 内
科 科 科 手ヰ 診

外
科

外
科

外
科

外
科

整
形

療

科
次
の
と
お

児児
自

科 科

昭和� 56年� 5月� 1日 ヌb込 'フ つ ら 第� 131号 (4) 

に
移
転
改
築
工
事
を
完
了
し
、
そ
の

勝

浦

病

院

開
院
に
向
け
て
順
調
に
進
む

勝
浦
病
院
で
は
、
三
月
二
十
五
日

診
療
に
つ
い
て
前
号
に
引
き
続
き
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
施
設
の
概
要
は
、

前
号
で
述
べ
ま
し
た
の
で
今
回
は
、

斡 

療
科
目
と
診
療
日

院
内
各
階
の
診
療
診
察
室
な
ど
を
位

置
図
に
よ
っ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
階

外
来
診
察
室
(
内
科
・
外


科

・
盤
形
外
科

・
小
児
科
)、
薬
局
、


検
査
室
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
、
手
術
室
、


事
務
室
、
給
食
棟
な
ど
で
す
。


外
科
は
、
午
後
に
健
診
・
手
術
等
が

多
い
の
で
で
き
る
だ
け
午
前
中
に
診

察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

診
療
開
始
日
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

決
定
し
だ
い
広
報
・
有
線
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
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ザコ(5) 第131号 カミ つ ら 昭和56年 5月 1日

|陳情経過

二
月
下
旬
の
異
常

低
温
に
よ
り
、
本
町

の
基
幹
作
物
で
あ
る

み
か
ん
類
は
、
か
つ

て
な
い
致
命
的
な
大

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
直
ち
に

「
み
か
ん
危
機
対
策

異
常
低
温
に
よ
る


本
部
(
本
部
長
・
町
長
、
副
本
部
長
・

議
会
議
長
と
両
農
協
組
合
長 
)
を
開

催
し
、
被
害
農
家
に
対
す
る
救
済
に

つ
い
て
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
み
、

強
力
な
運
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

以
下
、
そ
の
後
の
経
過
を
報
告
し

ま
す
。

三
月
九
日

談
会
全
員
協
議
会
を
開

き
、
被
害
対
策
に
つ
い
て
協
議
。

爆
と
国
に
対
し
全
力
を
あ
げ
て
救

済
陳
情
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
。

三
月
十
日

県
知
事
、
県
議
会
議
長

ほ
か
各
関
係
機
関
へ
被
害
の
実
状

を
訴
え
、
速
や
か
に
救
済
措
置
を

講
ず
る
よ
う
陳
情
す
る
。

三
月
十
一
日

武
市
知
事
が
実
状
調

査
の
た
め
来
町
す
る
。

三
月
十
六
日

み
か
ん
危
機
対
策
本

部
専
門
部
会
を
開
催
し
、
現
在
策

定
の
勝
浦
町
農
業
振
興
実
施
目
標

の
十
か
年
計
画
を
五
か
年
に
短
縮

す
る
こ
と
を
決
定
す
る
。

三
月
二
十
一
日

森
下
元
晴
、
井
上

普
方
、
後
藤
田
正
晴
各
衆
議
院
議

員
が
実
状
調
査
の
た
め
来
町
す
る
。

三
月
二
十
二
日
亀
長
友
義
参
議
院

議
員
が
実
状
調
査
の
た
め
来
町
す

る
。

四
月
一
日 
1
三
日

東
京
陳
情
開
始

す
る
。
ま
ず
第
一
一
地
の
町
長
、
談

会
議
長
ほ
か
議
貝
六
人
と
両
農
協

み
か
ん
類
の
被
害
対
策


~、

〆戸喝、

組
合
臣官
お
よ
び
産
業
課
長
が
、
県

選
出
国
会
議
員
全
員
と
鈴
木
総
理

大
臣
、
関
係
各
大
臣
と
農
林
水
産

省
に
対
し
被
害
対
策
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
陳
情
す
る
。

一

天

災
融
資
法
の
早
期
発
動
と
激

じ
ん
地
に
指
定
す
る
と
と
も
に
、

こ
の
資
金
償
還
期
限
を
大
幅
延
長

(期
間
二
十
年
、

う
ち
据
置
期
間

五
年
)
す
る
こ
と
並
び
に
資
金
使

途
の
拡
大
を
図
る
こ
と
。

二
被
害
農
家
が
借
入
れ
し
て
い
る

制
度
資
金
の
す
べ
て
に
つ
い
て
償

還
期
限
を
二
年
以
上
延
長
す
る
こ

シ』
三

被
害
牒
家
に
対
し
て
再
生
産
に

要
す
る
経
費
(
苗
木

・
棟
木

・
肥

料

・
薬
剤
等
)
に
つ
い
て
特
別
助

成
を
願
い
た
い
こ
と
。

四
果
樹
共
済
を
早
期
支
払
う
こ
と
。

五
現
在
実
施
中
の
う
ん
し
ゅ
う
み

か
ん
園
転
換
促
進
事
業
の
助
成
率

を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
み
か

ん
か
ら
み
か
ん
へ
の
転
換
も
認
め

る
こ
と
。

四
月
十
四
日

自
由
民
主
党
み
か
ん

等
農
作
物
来
客
調
査
団
(
団
長
田

代
由
記
男
参
議
院
議
員 
)
が
来
町
。

秋
田
大
助
衆
議
院
議
員
、
内
藤
健

参
議
院
議
員
、
三
木
武
夫
衆
議
院

議
員
(
代
理
)
が
同
行
す
る
。

固から多数の調査団が来町した

ま
だ
こ
の
日
に
、
政
府
は
閣
議
に

お
い
て
今
回
の
み
か
ん
類
寒
害
に
対

し
、
徳
島
県
を
天
災
融
資
法
と
激
じ

ん
災
害
法
の
適
用
県
と
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

一

低
利
の
再
生
産
資
金
の
融
資

付

貸
付
け
限
度
額
果
樹
栽
港

者
は
四
百
八
十
万
円 

(
た
だ
し

被
害
額
の
八
十
行
以
内 
)

同

償

還

期

限

七

年

以

内

回
貸
付
け
金
利
三
パ
ー
セ
ン
ト

二

制
度
資
金
の
償
還
期
限
の
延
長

に
つ
い
て
は
、
そ
の
資
金
の
貸
付

け
を
受
け
て
い
る
者
が
、
そ
の
償

還
内
に
再
度
天
災
を
受
け
た
場
合

は
個
々
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

三

み
か
ん
か
ら
み
か
ん
の
転
換
に

つ
い
て
は
、
五
十
六
年
度
は
認
め

る
予
定
。

四
月
十
七
日

徳
島
県
農
業
共
済
組

合
連
合
会
(
会
長
・
亀
長
友
義
)

に
対
し
、
み
か
ん
樹
体
共
済
の
被

害
認
定
に
つ
い
て
陳
情
。
次
の
と

お
り
答
弁
が
あ
る
。

一
樹
体
被
害
に
つ
い
て
は
、
伐
採

を
希
望
す
る
場
合
は
、
四
月
二
十

日
ま
で
に
町
の
共
済
組
合
へ
申
し

出
た
場
合
に
限
り
、
町
で
そ
の
処

理
を
決
定
す
る
。
た
だ
し
、
抜
根
、

ま
た
は
元
か
ら
伐
採
の
場
合
は
、

七
月
三
十
一
日
ま
で
ま
っ
て
も
ら

し

た

し

二
共
済
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
、

中
間
払
い
は
事
務
の
都
合
で
問
題

次
の

ペ

ジ

へ
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つ ら 第131号 (6)カミ ザコ

す
。

昭和56年� 5月 1日

(
前
ペ
ー
ジ
よ
り
)

が
あ
る
。
年
内
に
は
支
払
い
が
で

き
る
。

ま
た
当
日
、
県
町
村
会
と
県
知
事

と
の
聞
に
お
い
て
み
か
ん
類
樹
木
害
対

策
に
つ
い
て
協
議
が
あ
り
、
桜
木
町

長
の
み
か
ん
苗
木
の
特
別
助
成
の
依

頼
に
対
し
、
「
枯
死
図
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
だ
け
ご
期
待
に
そ
う
よ
う
努

力
し
ま
す
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

四
月
+
八
日
社
会
党
み
か
ん
等
牒

作
物
寒
害
調
査
団
(
団
長
・
田
中

恒
利
参
議
院
議
員
)
来
町
。
井
上

普
方
衆
議
院
議
員
が
同
行
す
る
。

四
月
二
十
日

県
議
会
果
樹
議
員
連

盟
(
会
長

・
中
西
文
夫
県
議
会
副

解
を
し
め
き
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
進
め
て
い
る
、
う

ん
し
ゅ
う
み
か
ん
図
転
換
促
進
事
業

と
の
関
係
も
あ
り
、
そ
の
要
望
実
現

が
十
分
果
た
せ
て
い
な
い
商
も
あ
る

の
で
、
今
後
も
努
力
し
て
、
み
か
ん

の
被
害
対
策
に
強
力
に
取
り
組
み
ま

す
の
で
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①

②

③

④

⑤

 

目を守る照明� (1)読みやすい明るさに

<5つのポイント〉

読みやすい明るさに

明るさにムラがないように

議
長
)
笑
状
調
査
の
た
め
来
町
す

る
。

情
第
二
班
出
発
。
町
長
、
議
会
議

j

四
月
二
十
日
�
 

東
京
陳

長
ほ
か
議
員
六
人
と
談
会
事
務
局

長
が
県
選
出
国
会
議
員
全
員
と
農

林
水
産
大
臣
お
よ
び
同
省
幹
部
職

員
に
対
し
被
害
対
策
に
つ
い
て
再

度
陳
情
す
る
。

四
月
二
十
六
日

三
木
武
夫
衆
議
院

議
員
実
情
調
査
の
た
め
来
町
す
る
。

以
上
が
現
在
ま
で
の
陳
情
経
過
で

二
十
二
日

政
府
も
今
回
の
み
か
ん
類
寒
害
に

つ
い
て
は
、
そ
の
被
害
の
大
き
さ
に

驚
き
、
勝
浦
町
陳
情
団
に
対
し
ご
理
�
 

愛鳥週間�  
5月10日一� 16日

同型投出

目をたいせつに

近視の原因にはいろいろありますガ，勉強部屋の照明ガ惑いという

ことも大きな原因です。読書邑.勉強には十分な明るさをもっ芝けい光

灯スタンドガゆ重要です。

「まぶしさ」がないように

「力ケー」にならないよ うに

いつも明るく�  

医
療
講
演
会

ー
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の

撲
滅
を
め
ざ
し
て
|

徳
島
肝
炎
の
会
で
は
、
昨
年
六
月

に
結
成
さ
れ
て
以
来
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、

次
の
と
お
り
医
療
講
演
会
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
ま
で
に
、
徳
島
県
・
徳
島
市
・

医
師
会
・
看
護
協
会

・
薬
剤
師
会
・

検
査
技
師
会
・
�
 
N
H
K
・
四
国
放
送
・
�
 

徳
島
新
聞
社
な
ど
に
、
協
力
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参

加
し
て
、
医
療
講
演
会
の
成
功
の
た

め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
�
 

-
鱗

師

織

回

敏

次

先

生

(
東
京
大
学
内
科
教
授
 )

・
座

長

岸

消

一

郎

先

生

(徳
島
大
学
内
科
助
教
授
)

争
日

時

七

月

十

九

日

�

 
(
臼
)

午
後
一
時
か
ら

・
場

所

股

協

会

館

�

 
(
佐
古
駅
前
韓
�
 )

徳
島
市
南
二
軒
屋
町
神
成
八
三
六

徳
島
肝
炎
の
会

山
本
正
慾
(
宮
@
|
一
一
ヱ
ハ
 
七
)

O

¥} 

¥) 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
行楽シーズンを安全に

MUS04
テキストボックス
四国電力だより
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そ
れ
に
は
、
交

通
機
関
の
発
達
、
両
親
の
過
保
護
等

足


よ

る

家

庭

教

育

家
庭
教
育
シ
リ
ー
ズ
倒

1
1

l
l

前
固
ま
で
に
、
目
・
口

・
耳

・
手

を
テ
!
?
に
家
庭
教
育
を
論
じ
て
米

ま
し
た
が
、
最
後
に
足
を
テ
!
?
に

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
代
の
子
と
も
た
ち
は
、
た
い
へ

ん
足
が
弱
く
な
っ
た
と

い
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
体
力
が
欠
け
て
い
る
、
行

動
力
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

こ
の
ご
ろ
の
親
た
ち
は
、
わ
が
子

を
幸
福
に
導
く
も
の
は
優
れ
た
学
問世間

能
力
で
あ
る
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
や

運
動
を
軽
視
し
て
お
り
、
適
切
な
運

動
に
よ
っ
て
養
わ
札
た
体
力
が
自
発

的
に
勉
強
す
る
意
欲
を
生
み
、
学
習

能
力
を
身
に

つ
け
る
原
動
力
と
な
る

こ
と
を
見
逃
し
て
い
ま
す
。
そ
の
体

力
こ
そ
人
聞
の
幸
福
を
築
く
も
の
で

あ
る
こ
と
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
の
体
力
を
つ
く
る
も
の
は
、
跳

力
、
走
力
を
は
じ
め
と
し
て
、
支
え

る
、
持
ち
上
げ
る
、
押
す
、
引
く
な

ど
の
カ
の
源
泉
と
な
る
足
の
カ
で
あ

り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
こ
ろ
の
子
ど
も

は
、
足
を
で
き
る
だ
け
使
わ
な
い
よ

う
に
、
で
き
る
だ
け
動
か
な
い
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
。

の
原
因
が
あ
っ
て
、
チ
ど
も
ば
か
り

を
貿
め
て
も
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま

せ
ん
。
か
わ
い
そ
う
だ
と
い
う
気
持

を
ふ
り
捨
て
、
で
き
る
か
ぎ
り
歩
か

せ
る
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。足

が
丈
夫
な
こ
と
、

体
力
が
強
じ

ん
で
あ
る
こ
と
が
、
耐
力
や
持
続
力

を
養
い
、
家
業
や
仕
事
に
大
い
に
役

立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
足
の
鍛
練
に
よ

っ
て
養
わ

れ
る
機
敏
性
に
よ

っ
て
、
子
ど
も
を

事
故
か
ら
倣
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
足
を
鍛
え
る
こ
と

は
体
力
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

れ
が
人
間
の
生
命
を
守
り
、
よ
り
よ

き
生
活
、
よ
り
よ
き
活
動
を
助
長
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
足
を
強
く
す

る
教
育
は
た
い
へ
ん
た
い
せ
つ
な
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
今
の
子
ど
も
は
口
は
達
者

だ
が
実
行
力
が
な
い
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

い
く
ら
す
ば
ら
し
い
こ
と

を
考
、
ぇ
出
し
て
も
、
そ
れ
を
す
ぐ
実

行
に
う
っ
す
体
力
が
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
実
行
力
、
実
践
力
の
乏
し

い
こ
と
は
、
体
力
の
不
足
、
足
の
運

動
力
の
不
足
を
意
味
し
て
い
る
も
の

で
す
。
動
く
こ
と
を
た
い
そ
う
が
ら

な
い
人
聞
は
よ
く
実
践
し
ま
す
。

足
に
け
が
を
し
て
も
、
足
の
傷
ぐ

ら
い
と
あ
な
ど
り
ま
す
が
、
足
こ
そ

人
聞
の
身
体
を
守
り
、
人
間
を
積
極

的
、
活
動
的
に
さ
せ
る
た
い
せ
つ
な

力
を
持

っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
家

庭
教
育
で
の
重
要
性
を
認
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

身
体
の
部
分
を
テ
?
と
し
た
家


庭
教
訓 

シ
リ
ー
ズ
は
こ
れ
で
一
応
終


わ
り
、
次
号
か
ら
は
違
っ
た
角
度
か


ら
記
述
い
た
し
ま
す
。


親

子

が

な

ん
で
も

話
し
あ
え
る

家
庭
づ
く
り
を

H

/ー

-、

、
全

一

一
安

一

一
通

|擁の捕を防ごう I
合
、
少
年
だ
ち
に
必
要
な
の
は

大
人
の
愛
と
勇
気
・
・

一
交


-

い

ま

す


先
日
、
小
松
島
警
察
署
が
飲
酒
運


転
の
取
り
締
ま
り
を
行
っ
た
結
果
、


本
町
の
町
民
が
た
い
へ
ん
多
く
、
残


念
な
こ
と
に
県
下
一
飲
酒
運
転
率
が


高
い
町
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
強
い


お
し
か
り
を
受
け
ま
し
た
。
交
通
安


全
宣
言
の
町
と
し
て
こ
ん
な
恥
か
し


い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。


放
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

少
年
の
非
行
は
年

年
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し

て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
手
を
こ

ま
ね
い
て
い
て
は

少
年
非
行
は
ま
す
ま

す
刷
唱
え

つ
つ
け
て
い

き
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
ま

わ
り
に
は
、
少
年
の

非
行
を
助
長
す
る
よ

う
な
風
俗
、
環
境
が

か
な
り
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
家
庭
も
子
ど

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

恥
か
し
い
飲
酒
運
転
率
県
下
一

一
交
通
三
悪
の
一
つ
で
あ

る
飲
酒
運
転
が
目
だ
っ
て

。

町
民
一
人
ひ
と
り
が
飲
酒
運
転
追

も
た
ち
の
自
由
や
権
利
を
は
き
違
え

た

「放
任
」
に
な
り
が
ち
で
す
。

何
も
言
わ
な
い
親
、
叱
ろ
う
と
も

し
な
い
親
、
社
会
の
ル
|
ル
に
違
反

し
て
い
て
も
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る

大
人
。
少
年
非
行
の
背
景
に
は
そ
ん

な
大
人
の
無
関
心
が
大
き
な
原
因
と

し
て
潜
ん
で
い
る
と
言
、
え
な
く
も
あ

り
ま
せ
ん
。

今
、
少
年
た
ち
が
望
ん
で
い
る
の

は
、
大
人
の
叱
る
勇
気
と
叱
る
愛
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

飲
ん
だ
ら
乗
る
な

乗
る
な
ら
飲
む
な

-ゆっ〈り走って安全運転

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
足による家庭教育家庭教育シリーズ

MUS04
テキストボックス

MUS04
テキストボックス
今少年たちに必要なのは大人の愛と勇気

MUS04
テキストボックス
交通安全少年の非行を防ごう飲酒運転を追放しよう恥ずかしい飲酒運転率県下一
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奪令部落差別


あ
な
た
の
家
庭
て
、


こ
ん
な
会
話


拍畑

-
・
て
き
て
い
ま
す
か
?

封
建
時
代
の

し
く
み
の
中
で

・
今
日
学
校
で
部
落

の
歴
史
を
習

っ
た
わ
。

父

一
今
ご
ろ
そ
ん
な
こ

と
習

っ
て
い
る
の
か
。

部
務
は
封
建
時
代
の

政
治
や
経
済
の
し
く

お掬窓奇想� 

み
の
中
で
、

つ
く
ム

れ
た
と
わ
か

っ
て
い

る
の
に
。

娘

一
う
う
ん
そ
う
じ
ゃ

な
い
の
。

昭和� 56年� 5月� 1日 カミ コ つ ら 第� 131号 (8) 

う
に
な

っ
た
ん
で
す

っ
て
。

父

一
そ
れ
だ
っ
た
ら
、
秀
吉
が
他
の

場
所
を
攻
撃
し
て
い
た
ら
、
別
の

地
方
の
人
び
と
が
、
差
別
さ
れ
る

よ
う
に
な

っ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
ん
だ
ね
。

娘

一
そ
う
な
ん
だ

っ
て
、
そ
の
後
、

蜂
須
賀
家
政
が
阿
波
に
入

っ
て
き

た
こ
ろ
は
、
だ
れ
が
部
落
民
に
さ

れ
る
か
わ
か
ら
な
い
時
代
だ

っ
た

っ
て
い

っ
て
い
た
わ
。
そ
れ
に
、

部
活
に
と
じ
こ
め
ら
れ
て
も
百
年

ぐ
ら
い
の
聞
は
、
部
落
外
と
の
結

婚
も
あ
っ
た
り
、

州民
業
に
専
念
す

る
こ
と
も
で
き
て
、
差
別
も
厳
し

く
な
か

っ
た
そ
う
よ
。

よ
り
多
く
の
年
貢
を


と
り
た
て
る
た
め
巳


父

-
そ
れ
が
、
阿
波
拙
怖
の
財
政
が
苦
-

し
く
な
る
元
禄
の
こ
ろ
か
ら
、
差

別
が
厳
し
く
な

っ
た
わ
け
だ
な
。

お
百
姓
た
ち
に

「
や
れ
や
れ
部
落

に
生
ま
れ
な
く
て
よ
か

っ
た
」
と

思
わ
せ
て
、
年
買
を
上
手
に
と
り

あ
げ
て
き
た
わ
け
だ
。

娘
一

お
か
し
い
わ
よ
ね
。
今
日
、
先

生
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
部
落
差

別
の
不
合
理
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

た
わ
。 

差
別
の
原
因
を

と
り
の
ぞ
く
た
め
に

娘
・

今
、
同
和
地
区
で
さ
か
ん
に
道

路
や
住
宅
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
け

ど
ど
う
し
て
な
の
。

父
・

学
校
で
も
勉
強
し
た
と
思
う
け

ど
、
同
和
地
区
の
ひ
と
つ

の
特
徴

と
し
て
、
人
家
が
密
集
し
て
、
不

良
住
宅
が
多
い
と
い
う
実
態
が
あ

る
だ
ろ
う。

あ
れ
は
、

み
ん
な
差

別
の
結
果
な
ん
だ
よ
。

差
別
が
同
和
地
区
の
人
た
ち
を
、

狭
い

地
域
に
追
い
こ
ん
で
い

っ
た

わ
け
だ
。
こ
の
よ
う
な
同
和
地
区

の
低
い
実
態
が
、
再
び
部
活
差
別

を
生
み
出
す
と
い
う
悪
循
環
を
く

り
か
、
え
し
て
い
る
ん
だ
よ
。

だ
か
ら
、
現
在
の
同
和
対
策
本

業
の
、
そ
の
差
別
の
原
因
を
と
り

除
く
た
め
に
や

っ
て
い
る
ん
だ
。

差
別
の
現
実
を
知
ろ
う

娘

一
よ
く
わ
か

っ
た
わ
。
と
こ
ろ
で
、

最
近
よ
く

「
同
和
地
区
に
だ
け
い

ろ
い
ろ
な
事
業
を
す
る
の
は
不
公

平
だ
」
と
い
う
声
が
あ
る
け
ど
、

お
父
さ
ん
は
ど
う
思
う
。

父

そ
う
い
う
戸
、
お
父
さ
ん
も
よ

え
」
な
ん
て
い
う
気
持
が
、
ど
こ

か
に
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
だ

か
ら
、
無
責
任
な
こ
と
を
い
え
る

ん
だ
と
思
う
よ
。
そ
れ
に
、
同
和

対
策
事
業
で
つ
く
ら
れ
た
道
路
や

橋
は
、
同
和

地
区
の
人
た
ち
だ

け
の
も
の
で
な
く
、
す
べ
て
の
人

た
ち
に
利
用
さ
れ
、
あ
る
い
は
、

地
区
外
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
す

す
め
た
り
、
全
体
の
レ
ベ
ル
ア

ッ

プ
に
も

つ
な
が

っ
て
い
る
わ
け
な

ん
だ
か
ら
。

な
ぜ
無
関
山
に

娘
一

同
和
問
題
の
講
演
会
や
座
談
会

が
あ
っ
て
も
、
ど
う
し
て
人
が
集

ま
ら
な
い
の
か
し
ら
。

父
一

同
和
問
題
は
、
同
和
地
区
の
人

た
ち
の
問
題
で
、
自
分
た
ち
と
関

係
が
な
い
と
、
考
え
て
い
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
。

娘

そ
う
か
も
知
れ
な
い
わ
ね
。

不

合

理

や


矛
盾
が
い
っ
ぱ
い


父

決
し
て
そ
う
で
は
な
い
ん
だ
が
。

人
は
み
ん
な
今
住
ん
で
い
る
社
会

に
不
合
理
や
矛
盾
を
、
大
な
り
小

な
り
感
じ
て
い
る
と
思
う
ん
だ
け

》
」。

例
え
ば
、
同
和
地
区
の
出
身
で

あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く

っ
て
も
、

家
柄
と
か
血
筋
と
か
が
述
、つ
と
い

っ
て
、
愛
し
あ
う
二
人
が
結
婚
で

き
な
か

っ
た
と
い
う
よ
う
に
・・
。

抽昭

一
本
当
よ
ね
。
今、

一
番
さ
き
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

そ
ん
な
古
い
考
、
え
方
を
、
こ
の
社

会
か
ら
な
く
す
こ
と
な
の
に
。

自
分
自
身
の

仙
の
解
放
を

父

一
み
ん
な
本
当
は
気
づ
い
て
い
な

い
け
ど
、
同
和
問
題
は
、
部
落
差

別
と
い
う
特
別
な
差
別
が
あ
る
わ

け
じ
ゃ
な
く

っ
て
、
私
た
ち
の
社

会
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
差
別
が
集

中
的
に
現
れ
て
い
る
の
に
す
ぎ
な

い
ん
だ
よ
。

娘
一

わ
か
っ
た
わ
、
部
落
差
別
を
な

く
す
運
動
や
と
り
く
み
は
、
決
し

て
同
和
地
区
の
人
た
ち
の
問
題
で

は
な
く
て
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り

の
し
あ
わ
せ
を
高
め
る
こ
と
な
の

ね
。

父
一

そ
う
な
ん
だ
よ
。
身
の
回
り
の

ど
ん
な
小
小
さ
な
差
別
で
も
「
し
な

い
」
「
さ
せ
な
い
」
「
許
さ
な
い

」
と

い
う
態
度
や
行
動
が
、
同
和
問
題

解
決
の
道
に
つ
な
が
っ
て
い
く
ん

だ
よ
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
分
自

身
が
持
っ
て
い
る
古
い
考
、
え
や
、

間
違
っ
た
心
を
と
り
除
い
て
、
自

ら
を
解
放
す
る
と
い
う
心
が
け
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
わ
け
だ
ね
。

阿
波

の
部

落
史
を
研
究
し
て
い

る
先
生
か
ら
、
よ
り

具
体
的
な
話
を
聞
い

た
の
。

だ

れ

か

が

部
落
民
に
さ
れ
た
時
代

娘
一

徳
島
市
内
の
あ
る
部
落
が

つ
く

ら
れ
た
わ
け
を
聞
い
た
ん
だ
け
ど
、

十
六
世
紀
の
末
に
、
豊
田
秀
吉
が

四
国
を
お
さ
め
よ
う
と
し
て

一
宮

城
を
攻
め
た
と
き
、
そ
の
土
地
の

領
主
と
の
つ
な
が
り
か
ら
、
し
か

た
な
く
秀
吉
の
箪
勢
と
戦
わ
さ
れ

た
付
近
の
人
び
と
が
、

今
の
部
落

に
押
し
こ
ま
れ
、

差
別
さ
れ
る
よ

く
聞
く
け
ど
、
差
別
の
現
状
を
知

っ
た
り
、

差
別
を
さ
れ
て
き
た
人

た
ち
の
苦
し
み
を
思
え
ば
、
そ
ん

な
こ
と
い
え
な
い
と
思
う
よ
。

そ
ん
な
こ
と
を
い
う
人
た
ち
は

「同
和
地
区
は
低
く
て
あ
た
り
ま

¥ー

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなでなくそう部落差別あなたの家庭でこんな会話できていますか
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2
山
西
出問
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軍員本谷名

響
曲
常
へ
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

「
し
「
L

ム
が
優
勝

H

優

勝

l

V V
準
優
勝

ム

ム
が
参
加

l

l

ザコカミ第131号� 

l
L1

l

ムチ一
2

中

角

ペ
「

|
久

中

つ ら 昭和56年� 5月� 1日� 

部
落
差
別
を
ふ
れ
あ
う
心
で
な

優勝 横瀬チーム

(9) 

F司、
勝
浦
会
館
五
月
行
事

お
日
出

民
話
教
室

幻

自

肘

十
回
公
会
堂 
)

羽

目

刷

踊

教

室

横
瀬
チ
 

手
芸
教
室
(
玉
の
木

・
五

地
区
対
抗
ミ
ッ
ク
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

成
縦
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

v
=一
位

愉
撤
チ
ー
ム

槻
野
チ

中
角
チ 

l
ム 

く
し
よ
う
。
と
同
和
教
育
推
進
協
議

会
会
長
杯
地
区
対
抗
ミ
ッ
ク
ス
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
が
三
月
二
十

一
日、

勝
中
体
育
館
に
十

一
チ

し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

男
五
人

・
女
四
人
で
チ
|
ム
を
編

成
、
終
始
和
や
か
な
ふ
ん
い
気
の

一

日
で
し
た
。

$
=
一
位
決
定
戦

1

国 角
'
山 

生
花
教
室

勝
浦
同
和
問
題
研
究
会

(ノ

就
職
相
談 

(午
後

一
時
か

ら 
)
小
松
島
公
共
職
業
安

定
所
係
官
が
来
館
し
相
談

く
だ
さ
い
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

手
芸
教
室

踊

教

室

民
話
教
室

生
花
教
室
(
玉
の
木
・
五

十
回
公
会
掌 
)

腕

教

室

Klピii:J(火)

各
教
室
と
も
五
月
か
ら
午
後
八
時

か
ら
に
変
更
し
ま
し
た
の
で
、
時
間

に
お
く
れ
な
い
よ
う
に
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

-
外
灯
は
明
る
く

・
防
犯
ベ
ル
も
お
忘
れ
な
く

〈
お
ね
が
い
〉

近
く
に
、
長
い
あ
い
だ
見
知
ら
ぬ

白
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
が
あ
っ
た
ら
、

13 8 5 
日日日�  

山� 

高
知
マ
ラ
ソ
ン
に

参
加
し
て

三
月

一
目
、
高
知
県
で
第
三
十
五

幻
日
出
川 

回
高
知
新
聞
マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ
、

勝
浦
か
ら
も
押
栗
義
術
さ
ん
、
中
村

孝
太
郎
さ
ん
の

二
人
が
参
加
し
、

第� q回

地
卓区
球対
大抗�  

空
き
巣
、
盗
難
にを

/

ご
岡
山 
U

最
近
、
町
内
の
各
地
区
で
空
き
巣

や
盗
鰍
の
被
符
が
出
て
い
ま
す
。

空
き
巣
ね
ら
い
の
半
数
は
堂
々
と

玄
関
か
ら
入

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
路

上
放
置
の
自
転
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
の

盗
難
や
卓
輔
内
の
盗
難
も
多
く
出
て

お
り
、
ド
ア
に
は
必
ず
鍵
を
か
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
き
い
。

こ
う
し
た
被
害
を
な
く
す
た
め
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

-
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
隣
り
の

人
に
か
け
声
を

・
ド
ア
の
鍵
は
厳
重
に

六

十
五
人
が
四
十
二

・
一
九
五 

を
競

J

A
ヱミ
、

A
い 
円
い
ま
し
た
。
初
出
場
の
抑
栗
選

三
月
二
十
六
日
と
二
十
七
日
の
二

日
問
、
勝
浦
中
学
校
体
育
館
で
十
チ

ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

男
子
二
人
、
女
子
二
人
、
四
十
歳
以

上

一
入
、
計
五
人
に
よ
る
団
体
の
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
に
よ
り
競
い
合
い

ま
し
た
。
成
総
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

V
優

勝

生
名
チ
ー
ム 

V
準
優
勝

坂
本
チ 
l
ム

手
は
後
半
よ
く
が
ん
ば
り
、
第
三
位

に
入
賞
、
中
村
選
手
も
よ
く
故
後
ま

で
走
り
抜
き
二
十
九
位
に
入
り
ま
し

た
。
記
録
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

小

栗

浩

昌 

(静
岡 
)

狙あ ご�  

JE用

いを心

二
時
間
二
十
八
分
十
六
秒

二
位

場
合
雅
人 

(大
塚
製
薬 
)

二
時
間
二
十
八
分
四
十
秒

三

位

押

粟

義
衛 

(中
野
鉄
工 
)

二
時
間
三
十
分
三
十
秒

か

fz 

るだ

れ

ー、、

優勝� 生名チーム� 

E
A 本 野 掛 国 山 瀬 首 石 山 角

20 15 14 13 
日 日 日 日
附幽附附

5月定例人権・相談� 

l山配ごと合同相談� 

*日時� 5月8日閣

午前10時~午後3時� 

*場所 住民福祉センター� 
まま吋」
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同推協横瀬チームが優勝



0)(1

が
け
る
。

除
草
剤
ダ
イ
ミ
ッ
ト
を
一

日
当
た
り

i

U

M

H

O

農


l

黒

星

病

作


ハ
ウ
ス
イ
チ
ゴ

昭和56年� 5月� 1日 カ込 4コ つ ら 第131号

な
ど
の
除
草
剤
を
散
布
し
ま
す
。
ヤ

ブ
ガ
ラ
シ
な
ど
の
宿
似
性
雑
誌
に
は

カ
ソ
ロ
ン
位
剤
を
散
布
し
ま
す
。

千
五
百
倍
液
を
散
布
し
ま
す
。

特
に
寒
波
の
膨
響
を
強
く
受
け
枝

摘

果

の
枯
れ
込
み
の
ひ
ど
い
闘
て
は
、
維

草
の
発
生
量
も
多
く
な
り
が
ち
で
す

の
で
早
め
に
行
い
、
下
部
か
ら
発
生

す
る
新
芽
の
伸
長
を
助
け
る
よ
う
心

寒
蓄
を
受
け
て
い
る
樹
の
対
策


-
枯
死
部
と
生
き
残
り
部
が
は

っ
き


り
し
た
時
点
で
、
で
き
る
だ
け
早
〈


切
り
取
り
、
切
り
�
 に
は
必
ず
接
ロ


ウ
を
海
る
こ
と
。
 

-
太
校
は
日
焼
け
し
や
す
い
の
で
、


直
射
日
光
の
当
た
ら
な
い
よ
う
ワ
ラ


な
ど
で
緩
い
を
す
る
こ
と
。
 

-
新
芽
の
展
楽
と
自
己
せ
ん
定
が
終


わ
り
ボ
ル
ド
ー
液
の
散
布
可
能
な
時


期
に
な
れ
ば
‘
出
川
般
亜
鉛
と
硫
酸
マ


ン
ガ
ン
加
用
の
凶
|
六
式
ボ
ル
ド
ー


液
の
散
布
を
行
い
ま
す
。
一
新
薬
の
充


笑
を
助
け
、
樹
勢
の
回
復
を
図
り
、


ま
た
、
ソ
ウ
カ
病
、
こ
く
て
ん
病
な


ど
の
防
除
に
も
な
り
ま
す
。
主
鉛
と
 

7

ン
カ
ン
の
加
用
量
は
、
い

ず
れ
も


て
き
上
が
っ
た
ボ
ル
ド
液
十
口
当

・
�
 値
四
 

た
り
十
す
ず
っ
と
す
る
。
側
枝
や
亜

・玉
枝
程
度
以
上
に
取
り
込
ん
だ
木
で

は
、
新
制
の
発
生
が
多
い
の
で
特
に

有
効
で
す
。

今
月
か
ら
本
年
い
っ
ぱ
い
、
み
か

ん
類
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
被
害
の

軽
い
園
を
対
象
と
し
て
掲
載
し
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

み

か

ん

病
害
虫
防
除

こ
く
て
ん
病

今
年
は
苧
」
く
て
ん
病
の
多
発
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
枯
枝
が
非
常

に
多
い
か
ら
で
す
。
作
巾
に
般
に
せ
ん

定
パ
サ
ミ
を
持
ち
歩
き
、
州
伎
は
見

つ
け
し
だ
い
に
切
り
取
る
よ
う
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

薬
剤
で
の
防
除
は
い
ろ
い
ろ
方
法


が
あ
り
ま
す
が
紙
面
の
関
係
で
要
点


の
み
を
記
し
ま
す
。
詳
細
は
技
術
員


に
直
接
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。


今
月
下
旬
か
ら
六
月
上
旬
に
メ
ル


ク
デ
ラ
ン
千
倍
液
を
散
布
す
る
。
ま


た
は
下
旬
に
五
|
図
式
ボ
ル
ト
|
液


(
六
月
に
入
れ
ば
六
|
六
式
)
を
散
衡


す
る
。
微
回
翫
要
紫
剤
と
し
て
硫
酸
マ


ン
ガ
ン
や
ホ
ウ
ソ
を
加
用
す
る
の
も

五
�
 四
式
ボ
ル
ド
ー
液
を
散
布
し
ま


良
い
で
し
ょ
う
。
二

つ
を
加
用
す
る


と
き
は
で
き
上
が
っ
た
ボ
ル
ド
ー
液


十

μ
当
た
り
十
づ
ず
つ
を
加
用
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
と
ち
ら
か
一
�
 

上
旬
と
下
旬
の

二
川
卜
�
 プ
ジ
ン

y

親

株

植

付

地

ご
し
ら
え
の
で
き
て

い
る
床
に
良
い
苗
を
純
え
る
こ
と
が

た
い
せ
つ
で
す
。
時
期
は
遅
く
と
も

上
旬
中
で
す
。
組
付
け
て
活
着
す
る

上
旬
に
上
向
果
や
奇
型
果
、
極
小

果
な
ど
を
中
心
に
行
う
。

タ
ケ
ノ
コ

施

肥新
税
竹
の
充
笑
と
地
下
茎
の
伸
長

を
促
進
さ
せ
る
た
め
下
旬
1
六
月
上

旬
に
化
成
肥
料
を
二
�
 三
袋
地
用
す

と
、
な
る
べ
く
早
め
に
古
築
や
早
期

に
発
生
し
た
ラ
ン
ナ
ー
は
取
り
除
き
、

四
十
づ
を
水
十

1
十
五

μ
に
溶
か
し

て
株
を
避
け
て
散
布
し
て
く
だ
さ
い

ピ
ー
マ
ン

i

る
。

(
単
肥
配
合
で
も
よ
い
)

定
植
後
の
管
理

主
枚
は
三
本
に
仕

立
て
る
の
が
普
通
で
す
。
株
元
の
い

v

方
だ
け
を
加
用
の
と
き
は
二
十
づ
と

。

。
訪
花
害
虫

毎
年
来
税
部
に
被
害
の
あ
る
闘
で

は
、
開
花
初
期
と
満
開
期
の
二
回
、

デ
ナ
ポ
ン
水
利
剣
八
百
倍
液
を
散
布

し
て
く
だ
さ
い
。
八
朔
図
や
開
花
の

早
い
闘
で
は
ぜ
ひ
実
行
し
て
く
だ
さ

ー
し
ま
手
十
�
 

水

稲

ら
な

い
枝
は
早
め
に
か
い
で
く
だ
さ

秋
ま
で
裁
縫
す
る
場
合
は
、
し

っ

倒
伏
し
に
く
い
対
枠
制
問
の
し
か
も

収
機
時
期
の
早
い
、
日
本
附
や
ミ
ネ

ニ
ン
キ
等
の
品
回
叫
が
望
ま
し
い
。
�
 

種
子
消
毒

底
水
巡
の
あ
と
薬
剤
に
よ
る
種
子

消
毒
は
必
ず
行
う
、
」
と
。
�
 

O

か
り
し
た
支
位
に
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
病
虫
害
の
予
防
散
布
は
早
め
に

行

っ
て
く
だ
さ
い
。

収

穫

早
い
も
の
は
下
旬
よ
り
始

ま
り
ま
す
。
樹
勢
と
も
関
係
が
深
い

の
で
、
取
り
遅
れ
を
し
な
い
よ
う
に

収
穫
し
、
規
格
に
合
わ
せ
て
選
別
出

荷
を
し
て
く
だ
さ
い
。

床

土
山
土
な
ど
の
�
 

O
 

'v 
ア
ブ
ラ
虫

発
生
初
期
に
エ
ス
ト
ソ
ク
ス
乳
剤

O

-
h
l

二
千
倍
液
を
散
布
し
ま
す
。
�
 

0

か
い
よ
う
病

展
業
初
期
は
釧
水
和
剤
八
百
倍
液

か
7

イ
シ
ン
剤
千
倍
械
を
、
後
半
は

主
・
五
程
度
の
も
の
を
用
い
る
こ
と
。
�
 

p

す
。
特
に
ス
タ
チ
図
や
終
業
の
多
か

っ
た
他
の
雑
柑
航
で
は
必
要
で
す
。

土
鍍
管
理

草
刈
り
を
行

フ

め

今
月
の
作
業
で
高
く
売
れ
る
か
ど

、っ
か
ク
ラ
モ
キ
ソ
ン

う
か
が
決
ま
り
ま
す
。

sv 

5月30日は
消費者の日

¥』

¥ー

o
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受
け
て
く
だ
さ
い
。

1Jゐ ザコ第131号

体館野.鶴� 

)-

権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

ー(
 

つ ら 昭和56年 5月 1日

部
が
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

十
七
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
こ

の
大
会
、

勝
浦
体
協
は
圧
倒
的

な
強
き
で
那
賀
川
ク
、
阿
波
製

紙
、
フ
ァ
イ
ヤ
|
フ
ラ
イ
を
連

破
、
決
勝
で
徳
教
群
を

3

0

で
下
し
、
西
日
本
大
会
の
出
場

世
場
、
植
林
な
ど
股
地
以
外
の
も
の

に
す
る
場
合
は
、
知
事
の
許
可
を
受

け
て
か
ら
事
業
に
着
手
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

最
近
、
特
に
み
か
ん
価
格
の
暴
務

燥
地

(
田
や
畑
)
を
宅
地
や
資
材

れ
]
i
J


西
日
本
大
会

畑
為
一
一
一
県
予
選
て
優
勝
一

第
三
回
西
日
本
軟
式
野

体
協
野
球
部
は
、
五
月
二
十
三
日
一

球
大
会
県
予
選
の
決
勝
戦

か
ら
四
日
間
・
鹿
児
島
市
営
球
場
を
一

が
四
月
十
七
日
、
蔵
本
球

中
心
に
行
わ
れ
る
、
第
三
回
西
日
本
-

場
で
行
わ
れ
、
体
協
野
球

可
を
受
け
て
く
だ
さ
い

まや
凍
筈
な
ど
で
、
み
か
ん
図
に
梢
林

さ
れ
る
か
た
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

多
く
の
労
力
と
経
費
を
投
じ
て
法
成

さ
れ
た
尊
い
農
地
で
あ
り
、
意
欲
あ

る
牒
家
へ
の
貸
し
借
り
等
も
合
わ
せ

て
農
作
物
を
栽
培
、
団
地
化
な
と
波

地
を
保
護
し
て
い
く
よ
う
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

高
所
、
不
適
地
な
ど
で
植
林
す
る

場
合
は
、
土
地
登
記
簿
が

「
山
林
」

で
あ
っ
て
も
現
況
が
み
か
ん
図
で
あ

れ
ば
農
地
で
あ
り
、
周
囲
の
農
地
所

十
何
者
の
同
意
を
得
て
事
前
に
許
可
を

，明、

段
地
の
転
用
申
前
は
、

州同
振
法
に

よ
り
線
引
き
で

「
燥
用
地
」
と
定
め

ら
れ
て
い
る
所
は
、
農
業
を
維
持
経

営
し
て
い
く
土
地
と
し
て
脱
退
、
モ

デ
ル
事
業
そ
の
他
股
業
関
係
補
助
事

業
が
実
施
で
き
、
特
典
も
あ
り
ま
す

が
、
転
用
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
よ
燥
用
地
は
、
新
曲肱

振
事
業
に
よ
り
本
年
度
か
ら
二
年
継

続
で
全
問
的
な
見
直
し
を
し
ま
す
。)

許
可
を
受
け
ず
に
転
用
し
た
場
合

は
無
断
転
用
と
し
て
、
原
状
回
復
等

の
罰
則
を
課
さ
れ
た
り
、

後
日
の
農

地
紛
争
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
地
元
股
業
委
員
ま
た
は
成
業

委
員
会
に
相
談
し
て
許
可
を
受
け
て

く
だ
さ
い

の

農
地
の
地
目
変
換
に
は

周
囲
の
同
意
を
得
ょ
う

紋
近
、
農
地
を
基
盤
繁
備
し
栽
培

作
物
の
転
換
な
ど
の
目
的
で

「
回」

か
ら
「
畑
」
へ

地
目
変
換
な
ど
、
農

地
の
鴎
土
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
埋
立
て
後
農
地
と
し

て
利
用
す
る
場
合
は
許
可
を
要
し
ま

せ
ん
が
、
後
日
に
境
界
、
用
排
水
路

等
の
問
題
、
そ
の
他
紛
争
の
起
こ
ら

な
い
よ
う
事
前
に
周
囲
の
土
地
所
有

者
の
同
志
を
得
て
か
ら
工
事
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
�
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社
会
総
合
大
学

グ
学
習
日
の
お
知
ら
せ 

。
他
の
子
防
接
穐
を
受
け
て
一
か

月
以
内
の
千

。
そ
の
他
医
師
が
不
適
当
と
認
め

す
る
指
導
を
行
い
、
幼
児
の
健
康
の

善

意

あ
り
が
と
う


こ"
ざ
い
ま
し
た


松
下
カ
ヲ
ル
さ
ん 

(忠
一
谷 
)

緒

子

重

敏

さ

ん 

(棚

肝 

)

松

浦

照

明

さ

ん 

(
石

原 

)

泉

原

熊

夫

さ

ん 

(横

瀬 

)

末
成
正
太
郎
さ
ん 

(
坂

本 

)

小
西

常

雄

さ

ん 

(
中

角 

)

細

谷

金

蔵

さ

ん 

(坂

本 

)

庵
本
す
み
こ
さ
ん 

(中

山 

)

昭
和
八
年
横
小
卒
業
生
六
十
歳

記
念
同
窓
会

以
上
の
か
た
か
ら
、
町
普
意
銀
行

に
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

-v



お
誕
生
お
め
で
と
う

の
早
期
発
見
、
ま
た
、
生
活
習
慣
の

向
立
、
む
し
歯
の
予
防
等
育
児
に
関

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

た
「

保
持
増
進
に
つ
と
め
る
も
の
で
す
。

H

※
母
子
手
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
く

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
き
い

。

松

下

繁

雄 

(η
歳
)

緒
子

守男 
(
幻
歳 
)

午
後

一
時
三
十
分 

三
時

一平

尾

英

一
(
百
歳 
)

と
ニ
ろ

勝
浦
病
院

i

中棚�  f反中�  1反沼坂棚�  lil.

f 谷fJ ~号本山本江本型f

だ
さ
い
。

と

き

五
月
二
十
二
日 
(金 
)

短
叡
学
級

五
月
九
日 

(
土 
)

時
間

午
後

一
時
か
ら

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

昼
総
学
級

五
月
七
日 

(木 
)

五
月
十
七
日
(
日 
)

時
間

午
後
七
時
か
ら
九
時

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

習
字
学
級

五
月
八
日 

(金 
)

五
月
十
八
日 

(月 
)

時
間

午
後
七
時
か
ら
九
時

場
所

福
祉
セ

ン
タ
ー
和
室

な
お
、
昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
の

習
字
学
級
は
、
殿
川
武
男 

(
元
勝
中

教
頭
)
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
、
毎
月
第

一
の
火
眼
目
、

第
三
の
火
晦
日
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

松
浦
雨
明
司 

(

歳 
)

乳

児

健

康

診

査

世
相
当
児

昭
和
五
十
四
年
九
月

一
日

M

細
谷
ト
キ
エ 

(
町
歳 
)


庵

本

敬

雄 

(
臼
歳 
)

ー
十

一
月
三
十
日
ま
で
に


末
尉
マ
ス
ノ 

(
開
成 
)

生
ま
れ
た
子


寺

井

正

行 

(
7
歳
)

※
問
診
孫
と
母
子
手
帳
を
ご
持
参


小
西
新
士
口 

(
何
歳 
) 

く
だ
さ
い
。


と

き

と
こ
ろ

該
当
児 

百
日
咳

・
ジ
フ
テ
リ
ア

破
傷
風
三
種
混
合

き

と
ニ
ろ

該
当
児

予

防

接

種

五
月
七
日 
(
木 
)

午
後

一
時
三
十
分 
1
二
時

三
十
分

位
川
氏
府
間
祉
セ

ン
タ
ー

i

二
段 

四
銭
未
満
の
ノ
ナ
て

該
当
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

接
種
で
き
な
い
子

。
品
開
が
三
十
七
皮
以
仁
あ
る
「

ヰ
月
八
日
(
金
)

午
後

一
時
三
十
分 
1
一二
時

勝
浦
病
院

昭
和
一点
+
瓦
年
1
1

一
月

一

日
1
4
十
六
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子

夜
間
救
急
当
番
表 

一飼し、犬は必ず

つないで下さい一� 有ミ
用� 

5 FI6日(水)犬

ほ13白i永jグぷ 宗� 
)¥-/-iタh 上� 

支え戸ンd 百


生

名

与
川
内

与
川
内

u

大
西
一
司

上
西
和
秀

山
田
兼
敬 

男男女

※ 

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

一
歳
六

健

康

-v



ご
結
婚
お
め
で
と
う

ヘ
東
京

中

山 

f

m 

5 
月� 

30 28 26 @ 22 20 18 16 14 12 ⑬ 8 6 ④ 2 
日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

勝 山 上 勝 赤 勝 I易 上 勝 山 上 勝 赤 !勝 湯� 

J~ 
!勝

勝� 
t甫 西� I甫 王山王� j甫� j支 第 浦 西� t甫� I山7 浦� i支

主"よエシト きロかタ

病 医
療

病 医 病 病 三ロムァ 病 医
療

病 医 病 医

|見 院 所 院 院 院 院
療所

院 院 所 院 院 院 院

1界(ti:朔

功 百長

午
後
六
時 

翌
日
午
前
九
時

の
お
く
れ
な
ど
附
山
々
を
も
っ
た
幼
児 

午
後
七
時 

迎
日
午
前
九
時

休平
日日

i i

こ
れ
は
、
運
動
機
能
、
精
神
発
注

臼
井
ま
ち
、
ぇ 晩� υ 理

彦 rγ 了一

と

成犬 300円� 

小犬 100同

有明k 
f博

談 か

月
査旧.Jl.I 
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